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   Ｈ０４Ｎ   5/238    (2006.01)
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   Ｈ０４Ｎ   5/235   　　　　
   Ｇ０３Ｂ  15/00    　　　Ｑ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月8日(2011.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により撮像された画像から人物の顔領域を検出する顔検出手段と、
　前記画像の全領域と、前記顔検出手段により検出された顔領域とから測光値を取得する
測光手段と、
　前記画像の全領域から取得された測光値に対する補正量を、前記顔領域から取得した測
光値に応じて算出する算出手段と、
　前記画像の全領域から取得された測光値を前記補正量で補正した測光値に基づいて露出
制御を行う露出制御手段と、
　を備え、
　前記顔領域の測光値の変化に対する前記補正量の応答性を示す第１の時定数を、前記画
像の全領域の測光値の変化に対する前記露出制御の結果の応答性を示す第２の時定数より
も大きくすることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記算出手段が、前記顔領域の目標測光値と当該顔領域から取得した測光値との差分値
から前記補正量を算出し、
　前記第１の時定数が、前記差分値の変化に対する前記補正量の応答性を示すことを特徴
とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記第２の時定数が、前記顔領域の検出の有無によって変化しないことを特徴とする請
求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　撮像手段を有する撮像装置の制御方法であって、
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　前記撮像装置の顔検出手段が、前記撮像手段により撮像された画像から人物の顔領域を
検出する顔検出工程と、
　前記撮像装置の測光手段が、前記画像の全領域と、前記顔検出工程で検出された顔領域
とから測光値を取得する測光工程と、
　前記撮像装置の算出手段が、前記画像の全領域から取得された測光値に対する補正量を
、前記顔領域から取得した測光値に応じて算出する算出工程と、
　前記撮像装置の露出制御手段が、前記画像の全領域から取得された測光値を前記補正量
で補正した測光値に基づいて露出制御を行う露出制御工程と、
　を含み、
　前記顔領域の測光値の変化に対する前記補正量の応答性を示す第１の時定数を、前記画
像の全領域の測光値の変化に対する前記露出制御の結果の応答性を示す第２の時定数より
も大きくすることを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の撮像装置の制御方法の各工程をコンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、撮像手段と、前記撮像手段により撮
像された画像から人物の顔領域を検出する顔検出手段と、前記画像の全領域と、前記顔検
出手段により検出された顔領域とから測光値を取得する測光手段と、前記画像の全領域か
ら取得された測光値に対する補正量を、前記顔領域から取得した測光値に応じて算出する
算出手段と、前記画像の全領域から取得された測光値を前記補正量で補正した測光値に基
づいて露出制御を行う露出制御手段と、を備え、前記顔領域の測光値の変化に対する前記
補正量の応答性を示す第１の時定数を、前記画像の全領域の測光値の変化に対する前記露
出制御の結果の応答性を示す第２の時定数よりも大きくすることを特徴とする。
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